
令和３年度 ロジックモデル

令和３年９⽉
経済産業省



１．令和２年度からの継続事業

（令和３年度予算要求⾦額 新規１０億円以上の事業）



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓地域未来DX投資促進事業

予算
[R04要求] 1,692
[R03予算] 1,168
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・⺠間企業等

地域DX促進活動⽀援
事業
地域企業の経営・デジタル
に関する専⾨的知⾒・ノウ
ハウを補完するため、産学
官⾦の関係者が⼀体となっ
たコミュニティ（全国20拠点
を想定）の活動を⽀援

地域デジタルイノベーショ
ン促進事業
地域の特性や強みとデジタ
ル技術をかけあわせ（X-
Tech）、新たなビジネスモ
デルの構築に向けて企業等
が⾏うプロジェクトの実証を
⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

企業の新たなビジネスモ
デル構築を⽬指したプロ
ジェクト実証件数
[測定指標]

プロジェクト採択件数

【R4⾒込】 50件

新たなビジネスモデルに
基づく事業展開（地域
企業の稼ぐ⼒の向上）
[測定指標]

各事業年度終了後2年⽬
に、事業年度終了後3年を
経過した⽇までに、プロジェク
ト採択件数のうち、売上計
上が予定される実証企業群
の新製品・サービス、新収益
モデル件数割合
【R8⽬標】50％

⽣産性の⾼い地域経
済社会の実現
[測定指標]
地域未来牽引企業と地域
未来投資促進法に基づく
承認地域経済牽引事業者
からなる企業群の常時従業
者⼀⼈当たり付加価値額
変化率

【R2-6⽬標】
幾何平均で年率２％以上

コミュニティからDX実現
に向けた⽀援を受けた
企業数
[測定指標]

⼀つのコミュニティによる⽀援
企業数

【R4⾒込】 20社

コミュニティから⽀援を受
けた企業のDX実現によ
る⽣産性向上
[測定指標]
事業年度から事業年度の３年
後までの間、⽀援活動地域に
おける「地域未来牽引企業と
地域未来投資促進法に基づく
承認地域経済牽引事業者」か
らなる企業群の労働⽣産性の
伸び率
【R9⽬標】6％

担当課︓地域経済産業グループ 地域企業⾼度化推進課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓地域の持続的発展のための中⼩商業者等の機能活性化事業

予算
[R04要求] 1,054
[R03予算] 553
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・地⽅公共団体
・中⼩⼩売・サー
ビス業者

(中⼩商業者等)

中⼩商業者等のグルー
プによる地域ニーズに対
応した取組を⽀援する
地⽅公共団体に対して
補助を⾏う「地域商業
機能複合化推進事業」
を実施。

地域の課題と多様なス
キルを持つ外部⼈材と
地域とのマッチング等を
⾏う「外部⼈材活⽤・
地域⼈材育成事業」を
実施。

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

ワークショップ開催地域
数
[測定指標]

開催地域数
【R4⾒込】 25地域
【R3⾒込】 30地域

商店街等において需要
構造に合った供給体制
の構築を⾏った地域数
[測定指標]
商店街実態調査（中
⼩企業庁）
【R7⽬標】 1,700地域

地域のコミュニティの維
持・活性化、地域の住
⺠サービスの維持・向
上、地域経済の活性
化により、地域の持続
的発展を促進

地域商業機能複合化
推進事業の実施数
[測定指標]

事業実施数
【R4⾒込】 50件
【R3⾒込】 20件

商店街等において消費
動向等のデータ収集を
⾏った地域数
[測定指標]
商店街実態調査（中
⼩企業庁）
【R7⽬標】 1,700地域

担当課︓地域経済産業グループ中⼼市街地活性化室、中⼩企業庁商業課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓5G等の活⽤による製造業のダイナミック・ケイパビリティ強化に向けた
研究開発事業

予算
[R04要求] 1,000
[R03予算] 1,020
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・NEDO

柔軟・迅速な組換えや
制御が可能な⽣産ライ
ンを実現する技術開発
の⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
我が国製造業の
ダイナミック・ケイ
パビリティの強化

研究開発事業の実施
[測定指標]
技術開発の実施件数
【R4⾒込】 ２件
※令和3年度から開始した

上記2件の技術開発案
件については、令和６年
度に開発完了するものと
する。当該2件を含め、
令和7年度に計6件の技
術開発を完了するものと
する。

研究開発成果の実⽤化
[測定指標]
本事業での研究開発成果か
らの実⽤化件数
【R12⽬標】 ２件

産業部⾨における1tあたり
のCO2排出量削減
[測定指標]
t-CO2排出量削減コスト
【R12⽬標】 779円/t-CO2

我が国製造業の
⽣産ライン、⼯場
等の省エネ促進

担当課︓製造産業局ものづくり政策審議室



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓無⼈⾃動運転等のCASE対応に向けた実証・⽀援事業
(旧 無⼈⾃動運転等の先進MaaS実装加速化推進事業)

予算
[R04要求] 7,540
[R03予算] 5,722
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

MaaSの社会実装加速
に向けた実証

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
運輸部⾨の省エネ
ルギー化推進に貢
献

モビリティサービスの実証
数
[測定指標]
異業種と連携した新しいモ
ビリティサービス実証数
【R3⾒込】 12件
【R4⾒込】 10件

実証を踏まえたモビリティ
サービス事業環境整備
[測定指標]

事業法等運⽤の明確化・
柔軟化件数
【R7⽬標】 10件

シミュレーションによる安
全性評価・設計⼿法の
開発
[測定指標]

⾼速道における安全性評
価シナリオの策定数
【R3⾒込】 8件
【R4⾒込】 8件

国際標準化団体等で
の安全性評価ルール採
⽤
[測定指標]

国際ルールへの採⽤数
【R7⽬標】 2件

無⼈⾃動運転サービス
の実証数
[測定指標]
無⼈⾃動運転サービス実
証数
【R3⾒込】 10件
【R4⾒込】 10件

無⼈⾃動運転サービス
の実現
[測定指標]

無⼈⾃動運転サービスの
実現数
【R7⽬標】 40箇所

無⼈⾃動運転サービス
の実証・研究開発

シミュレーションによる安
全性評価・設計⼿法の
開発

担当課︓製造産業局⾃動⾞課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓省エネエレクトロニクスの製造基盤強化に向けた技術開発事業

予算
[R04要求] 2,800
[R03予算] 2,050
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
[H29予算] –

（単位︓百万円）

協⼒企業等
・NEDO

新世代パワー半導体の
開発

半導体製造装置の⾼
度化に向けた開発

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

CO2排出量削減
[測定指標]
本事業で開発した技術
の普及によるCO2削減
量

【R17⽬標】
1,440万tCO2/年

⾶躍的な省エネルギー
化の実現による、エネ
ルギー消費量の削減。

[測定指標]
最終エネルギー消費量
（産業部⾨）
【R12⽬標】
170百万kL

開発技術の特許出願

[測定指標]
国内特許出願件数

【R4⾒込】 ３件

開発技術の実⽤化
[測定指標]
本事業で開発した技術
の実⽤化率
（開発した技術が実⽤
化に⾄ったテーマ数／
採択テーマ数）

【R12⽬標】
30%以上（累計）

担当課︓商務情報政策局情報産業課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来⽣産技術の開発事業

予算
[R04要求] 3,500
[R03予算] 2,300
[R02予算]

（補正）1,500
[R01予算] –
[H30予算] –
[H29予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・NEDO

バイオ資源活⽤促進の
基盤技術開発

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
カーボンリサイク
ル社会の実装と
バイオエコノミー
の両⽴

新規バイオ資源拡充
[測定指標]
新規バイオ（酵素、微⽣物、
植物細胞等）資源候補の
取得数
【R4⾒込】 ５件
【R3実績】 ー

年間のCO2排出量削減
可能な技術の確⽴
[測定指標]
製造⼆酸化炭素排出量の削
減
【R12⽬標】
367万t-CO2/年

1tあたりのCO2排出量削
減コスト
[測定指標]
⼆酸化炭素排出量の削減量
1tあたりの投⼊予算額
【R12⽬標】
4,980円/t-CO2

⽣産プロセスのバイオファ
ウンドリ基盤技術開発

産業⽤物質⽣産システ
ム実証

バイオ由来製品の実⽤化
[測定指標]
バイオ由来製品の実⽣産への
橋渡し検証例
【R12⽬標】 3件
【R6⽬標】 1件

基盤技術開発数
[測定指標]
取得した発酵槽培養データ
数
【R4⾒込】 ３件
【R3実績】 ー

⽣産システム実証数
[測定指標]

実証研究の実施数
【R4⾒込】 ５件
【R3実績】 ー

担当課︓商務・サービスグループ⽣物化学産業課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓産業活動等の抜本的な脱炭素化に向けた⽔素社会モデル構築実証事業

予算
[R04要求] 7,805
[R03予算] 7,305
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・NEDO
・東芝エネルギー
システムズ
・東北電⼒
・岩⾕産業
・旭化成
・⾃動⾞メーカ
・エネルギー関連
事業者

・機器・化学メーカ
等

・電⼒需給等に応じて
⽔素の製造・貯蔵を最
適化する新たなエネル
ギーマネジメントシステム
の技術実証の実施

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
・余剰再エネ等を
活⽤した国内の
⽔素製造基盤の
確⽴
・⽔素の製造、輸
送・貯蔵、産業
分野等における
⼤規模⽔素利活
⽤まで⼀気通貫
の⽔素サプライ
チェーンを構築

再エネ等由来の⽔素製
造技術・システムの確⽴
[測定指標]
四季を通じたPower-to-
Gasシステムの実証運⽤件
数
【R4⾒込】 1件

⽔電解装置のシステムコ
ストの低減
[測定指標]
アルカリ型⽔電解装置のシス
テムコスト
【R11⽬標】
5.2万円/kW

⽔素社会モデルの構築
実証
[測定指標]
実証事業採択件数
【R4⾒込】 6件

⽔素利活⽤の拡⼤
[測定指標]
⽔素導⼊量
【R11⽬標】 300万トン/年

・発電、熱利⽤、運輸、
産業プロセス等で⼤規
模に⽔素を利活⽤する
ための技術実証の実施

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー・システム課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活⽤した次世代技術構築実証事業

予算
[R04要求] 5,700
[R03予算] 4,515
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・⼩売電気事業者
・アグリゲーション
事業者
・⾃動⾞メーカー
・DER機器メーカー
・システム事業者
・⼀般送配電事業
者等

電動⾞の充電シフト
実証⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
・再⽣可能エネル
ギーの更なる導⼊
促進
・DERを活⽤した
効率的な電⼒シス
テムの構築

電動⾞の充電シフトの実
証
[測定指標]
実証事業採択件数
【R4⾒込】 5件

⼩売電気事業者・電動
⾞ユーザー双⽅にとって事
業性・経済性が確保でき
るスキームの構築
[測定指標]

ダイナミックプライシングが適⽤
される電動⾞の台数
【R4⽬標】 5,000台

再エネ発電等のアグリ
ゲーション技術の実証
[測定指標]
実証事業採択件数
【R4⾒込】 5件

DERの導⼊拡⼤と制御
技術発展
[測定指標]

制御する分散型エネルギーリ
ソースの出⼒規模
【R4⽬標】 75MW

再エネ発電等のアグリ
ゲーション技術の実証⽀
援

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー・システム課

分散型エネルギーリソー
ス（DER）を活⽤した
ローカルフレキシビリティ
技術開発⽀援

DERを活⽤したローカルフ
レキシビリティ技術の開発

ローカルフレキシビリティの取
引の仕組みの構築による配
電系統等における混雑緩和
と再エネの有効活⽤の実現



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓AI・IoT等を活⽤した更なる輸送効率化推進事業費補助⾦

予算
[R04要求] 6,200
[R03予算] 6,200
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
[H29予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

サプライチェーン全体の
効率化に係る省エネ効
果の実証

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
⻑期エネルギー
需給⾒通しにお
ける運輸部⾨の
最終エネルギー
消費量の削減に
貢献する

[測定指標]
最終エネルギー消費
量（運輸部⾨）
[R12⽬標]
6,200万kL

サプライチェーン全体の
輸送効率化の実証に
係る優良事例の蓄積
[測定指標]
補助件数
【R４⾒込】 ３件

サプライチェーン全体の輸送
効率化による省エネ
[測定指標]
地球温暖化対策計画における関
連対策の進捗状況
【R12⽬標】 204.4万kL

トラック輸送の効率化に
係る省エネ効果の実証

内航船の⾰新的な運
航効率化に係る省エネ
効果の実証

使⽤過程⾞の不具合
等に係るビッグデータを
分析・活⽤

使⽤過程⾞の不具合
等発⽣傾向把握のため
の環境整備の推進
[測定指標]
補助件数
【R4⾒込】 1500台

内航船の運航効率化
の実証に係る優良事例
の蓄積
[測定指標]
補助件数
【R4⾒込】 1４件

トラック輸送の効率化の
実証に係る優良事例の
蓄積
[測定指標]
補助件数
【R４⾒込】 1000件

トラック輸送の効率化による
省エネ
[測定指標]
地球温暖化対策計画における関
連対策の進捗状況
【R12⽬標】 46.9万kL

⾼効率内航船舶の普及促
進による省エネ
[測定指標]
地球温暖化対策計画における関
連対策の進捗状況
【R12⽬標】 48.2万kL

使⽤過程⾞の省エネ性能維
持による燃料消費量の削減
[測定指標]
使⽤過程⾞の燃費（原油換
算）
【R5⽬標】 11.3km/L

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部省エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓住宅・建築物需給⼀体型等省エネルギー投資促進事業

予算
[R04要求] 8,900
[R03予算] 8,390
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

新たなZEHモデルの
実証⽀援

外張り断熱材等を⽤
いた省エネリフォームの
実証⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

次世代省エネ建材等
を⽤いた省エネリフォー
ムの実証を通じた優
良事例の蓄積
[測定指標]

省エネリフォーム⽀援件数
【R4⾒込】 219件

⻑期エネルギー需
給⾒通しに定める
家庭部⾨・業務部
⾨の省エネに貢献
する

[測定指標]
最終エネルギー消費
（⺠⽣家庭部⾨）
【R12⽬標】
3,800万kL

[測定指標]
最終エネルギー消費
（⺠⽣業務部⾨）

【R12⽬標】
5,600万kL

新たなZEHモデルの
実証を通じた優良事
例の蓄積
[測定指標]
ZEH実証事業数
【R4⾒込】 2,800件

新築住宅の50％以上をZEH
とする
[測定指標]

新築住宅におけるZEH普及率
【R7⽬標】 ZEH50％(ZEH-M16%)
【R5⽬標】 ZEH35%(ZEH-M6%)

次世代省エネ建材等を⽤いた
省エネリフォーム件数の割合が
2.5%になることを⽬指す
[測定指標]

外張り断熱材等を⽤いた省エネリ
フォームの普及率
【R7⽬標】 2.5%
【R5⽬標】 1.4%

先進技術の組合せに
よるZEB化の実証⽀
援

先進技術の組合せに
よるZEB化の実証を
通じた優良事例の蓄
積
[測定指標]
ZEB実証事業数
【R4⾒込】 10件

新築建築物の15％以上をZEB
とする
[測定指標]

新築着⼯延床⾯積におけるZEB着
⼯⾯積
【R7⽬標】 15％
【R5⽬標】 8%

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部省エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓先進的省エネルギー投資促進⽀援事業費補助⾦

予算
[R04要求] 35,000
[R03予算] 32,500
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

以下4区分による省エ
ネ設備導⼊⽀援。
A︓先進事業
B︓オーダーメイド型事業
C︓指定設備導⼊事業
D︓エネマネ事業

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

新規⽀援件数における中
⼩企業の採択割合
[測定指標]

新規⽀援件数における中⼩企
業の割合
【R4⾒込】 80%
（1050件×80％＝840件）

⻑期エネルギー需給⾒
通しにおける産業・業
務部⾨の最終エネル
ギー消費量の削減に貢
献する

[測定指標]
最終エネルギー消費量（産
業部⾨）
【R12⽬標】
1億7,000万kL

[測定指標]
最終エネルギー消費量（⺠
⽣業務部⾨）
【R12⽬標】
5,600万kL

事業全体における設備導
⼊⽀援件数

[測定指標]
新規⽀援件数
【R4⾒込】 1050件

省エネ設備導⼊によ
る産業・業務部⾨の
省エネ推進
[測定指標]

地球温暖化対策計画に
おける関連対策の進捗
状況
【R12⽬標】 1,846万
kL

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部省エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓中⼩企業等に対するエネルギー利⽤最適化推進事業

予算
[R04要求] 820
[R03予算] 823
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

中⼩企業等のエネル
ギー最適化診断・情報
提供等の⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
産業・業務部⾨の
最終エネルギー消
費量の削減に貢献
する

[測定指標]
最終エネルギー消費量
（産業部⾨）
【R12⽬標】
1億7,000万kL

[測定指標]
最終エネルギー消費量
（⺠⽣業務部⾨）
【R12⽬標】
5,600万kL

中⼩企業等のエネル
ギー 最適化診断・情報
提供の実施
[測定指標]
エネルギー最適化診断件数
【R4⾒込】 500件

省エネ診断等の実施に
よる業務部⾨の省エネ
推進
[測定指標]

地球温暖化対策計画にお
ける関連対策の進捗状況
（BEMSの活⽤、省エネ診
断等による業務部⾨におけ
る徹底的なエネルギー管理
の実施）

【R7⽬標】 169.7万kL

中⼩企業等の地域エネ
ルギー利⽤最適化取組
⽀援

省エネ⽀援を⾏うプラッ
トフォームの育成
[測定指標]
プラットフォームの⽀援者数
【R4⾒込】 990件

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部省エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓⽔⼒発電の導⼊加速化補助⾦

予算
[R04要求] 2,002
[R03予算] 2,002
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

⽔⼒発電事業の初期
調査等の⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

⽔⼒発電の開発が
促進され、再⽣可
能エネルギー⽐率
の上昇に寄与

[測定指標]
⻑期エネルギー需給⾒
通し（⽔⼒発電導⼊
量）
【R12⽬標】
4,847万kW

【R01実績】
4,717万kW

[測定指標]
電源構成に占める再
⽣可能エネルギー⽐率
【R12⽬標】
22〜24％

【R01実績】
18.1％

⽔⼒発電事業の初期
調査等に関する補助⾦
交付
[測定指標]
開発調査及び地域共⽣⽀
援を⾏う補助件数
【R4⾒込】 73件

⽔⼒発電所の新規事
業化
[測定指標]

事業化の⽬途が⽴った発電
出⼒
【R7⽬標】 5万kW

※発電所の完成・着⼯・
⼯事決定等の条件を満た
すものを事業化の⽬途が
⽴ったと判断する。

既存の⽔⼒発電の有
効活⽤に関する補助⾦
交付
[測定指標]
既存設備有効活⽤⽀援を
⾏う補助件数
【R4⾒込】 32件

既存の⽔⼒発電の出
⼒向上
[測定指標]

増出⼒の⽬途が⽴った発電
所の増出⼒分の合計
【R7⽬標】 7万kW

※発電所の完成・着⼯・
⼯事決定等の条件を満た
すものを増出⼒の⽬途が
⽴ったと判断する。

既存設備の発電出⼒
及び電⼒量の増加のた
めの余⼒調査、⼯事等
の⽀援

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー課
電⼒・ガス事業部電⼒基盤整備課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分

事業名︓⽊質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利⽤システム構築⽀援事業

予算
[R04要求] 2,000
[R03予算] 1,250
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・ＮＥＤＯ

早⽣樹、広葉樹等の新
たな燃料材となる樹種
の実証

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
カーボンニュートラ
ルな⽊質バイオマス
エネルギーの導⼊
拡⼤による温室効
果ガスＧＨＧ排出
抑制からの低炭素
社会実現

“エネルギーの森”実証
事業の委託事業、実証
事業
[測定指標]
実証事業件数
【R4⾒込】 3件

⽊質バイオマス燃料材
候補となる樹種拡⼤
[測定指標]

燃料材の資源量増加
【R14⽬標】 11万t/年
【R6⽬標】 0.1万t/年

燃料材の品質規格策
定に係る委託事業
[測定指標]
委託事業件数
【R4⾒込】 1件

燃料品質規格の策定
[測定指標]
適切な取引慣⾏による燃料
材の増加
【R14⽬標】 11万t/年
【R6⽬標】 0.1万t/年

安定的・効率的な製
造・輸送システム構築
委託事業、実証事業
[測定指標]
実証事業件数
【R4⾒込】 2件

⽊質バイオマス燃料の
製造・輸送システムの新
技術の開発
[測定指標]

燃料コスト低減
【R14⽬標】 30％低減
【R6⽬標】 6％低減

バイオマス燃料の安定
的・効率的な製造・輸
送等システムの実証

燃料材（チップ・ペレット
等）の品質規格化

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓災害時の強靱性向上に資する天然ガス利⽤設備導⼊⽀援事業費補助⾦

予算
[R04要求] 1,530
[R03予算]  915
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・⺠間団体等
（学校、病院、

商業施設等）

災害時にも対応可能な
停電対応型の天然ガス
利⽤設備の導⼊及び
機能維持・強化を⾏う
事業者への補助を実施

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
⼤規模災害時の
強靱性を向上させ
るとともに、平常時
の環境負荷低減
（天然ガスシフト
促進による省エ
ネ）を実現

天然ガス利⽤設備の導
⼊等を⾏う事業者への
補助事業
[測定指標]
事業採択件数
【R4⾒込】 78件

災害時対応可能天然ガ
ス利⽤設備導⼊拡⼤
[測定指標]

天然ガス利⽤設備数
[R7⽬標] 780箇所
[R5⽬標] 447箇所
災害時の電気供給可能
量拡⼤
[測定指標]
災害時の電気供給可能量
[R7⽬標] 60,980kW
[R5⽬標] 32,770kW
天然ガス利⽤設備による
CO2排出削減
[測定指標]
CO2排出削減量
[R7⽬標] 22,805t
[R5⽬標] 12,224t天然ガスステーション事

業者への補助事業
[測定指標]
事業採択件数
【R4⾒込】 21件

天然ガスステーション整備
[測定指標]

天然ガスステーション数
[R7⽬標] 104箇所
[R5⽬標] 64箇所

天然ガスステーションの
導⼊及び機能維持・強
化を⾏う事業者への補
助を実施

担当課︓資源エネルギー庁電⼒・ガス事業部ガス市場整備室



２．令和４年度予算要求⾦額 新規１０億円以上の事業



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓先端計算科学等を活⽤した新規機能性材料合成・製造プロセス開発事業

予算
[R4要求] 3,170
（単位︓百万円）
期間５年
公募

協⼒企業等
・富⼠フイルム
・シオノギファーマ
・⽇東電⼯
・三井化学
・TSテクノロジー
・村⽥製作所
・京セラ
・⽇本特殊陶業
・⽇本ガイシ
・産業技術総合
研究所

・ファインセラミックス
センター

機能性化学品の連続精
密⽣産プロセス開発
①⾼効率反応技術開発
②連続分離精製技術開発
③合成プロセス設計技術開発
[補助率] 委託

ファインセラミックスの⾰新
製造プロセス開発
①メカニズム解析技術開発
②製造プロセスシミュレータ開発
③次世代製造プロセス技術開発
④⾼信頼性解析技術開発
[補助率] 委託

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

アウトプットの達成が、アウトカムの発現につながることを⽰すエビデンス
機能性化学品︓FlowSTコンソーシアムを通じて、40社を超える化学系企業等に対してターゲット化合物のヒアリングを⾏い、協調領域
としての必要レベルから設定。
ファインセラミックス︓４つ以上の材料系に対して、５つの製造プロセス（混合分散、成形、乾燥、脱脂、焼結）を開発。

※⼆重線囲いは、レビューシート上の指標。

機能性化学品の連続
精密⽣産プロセス開発
[測定指標]
開発項⽬数

[R7⾒込]
７

ファインセラミックスの⾰
新製造プロセス開発
[測定指標]
開発項⽬数
[R8⾒込]
４

新たな市場創出効果
[測定指標]

新たに獲得できる市場規模
[R17⾒込]
機能性化学品
約3200億円

ファインセラミックス
約1兆円

CO2排出量削減
[測定指標]

新規製造プロセス導⼊によ
る削減量

[R17⾒込]
機能性化学品
482万トン-CO2/年

ファインセラミックス
247万トン-CO2/年

連続フロー合成を実現
するための不均⼀系触
媒
[測定指標]
触媒の種類

[R7⾒込]
20種類以上

⾼性能化、⾼品質化、
省⼒化を実現するセラ
ミックス新規製造プロセ
ス
[測定指標]
プロセスの数
[R8⾒込]
20種類以上

担当課︓製造産業局素材産業課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓次世代空モビリティの社会実装に向けた実現プロジェクト

予算
[R04要求] 3,800
[R03予算] –
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・NEDO

性能評価基準の開発
・機体性能を適切に評価し、
安全性を証明する⼿法を
開発
・１⼈の運航者により複数
のドローンを⾶⾏させるため
の技術開発

国際標準化
・運航管理技術等の国際
標準化

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
ドローン・空⾶ぶクルマ
による省エネルギー化
及び、⼈⼿を介さない
ヒト・モノの⾃由な移動
の実現

[測定指標]
1tあたりのCO2削減コ
スト
【R17⽬標】1,507円/t

安全性評価⼿法の開
発
[測定指標]

安全性⼿法の開発数

【R4⾒込】 ０件
（R6年度⽬標として5件）

ドローンの⽇常社会への
浸透

[測定指標]
ドローンの⾶⾏計画通報数
/⽇

【R17⽬標】4,000件

空⾶ぶクルマの旅客輸
送サービスの実現

[測定指標]
空⾶ぶクルマの旅客輸送の
⾶⾏便数/⽇

【R17⽬標】2,500便

担当課︓製造産業局次世代空モビリティ政策室

運航管理技術開発
・航空機、ドローン、空⾶
ぶクルマが同じ空域を安
全に⾶⾏するための技術
開発・実証等

ドローン・空⾶ぶクルマ
等の社会実装に向けた
⾶⾏実証

[測定指標]
ドローン・空⾶ぶクルマ等の
⾶⾏実証回数/年

【R4⾒込】 3件



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓産業DXのためのデジタルインフラ整備事業

予算
[R04要求] 2,500
[R03予算] －
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・IPA
・NEDO

業界内、あるいは業界
を横断した形で⽔平的
にシステム連携が可能と
なるようなアーキテクチャ
及びそれに基づいた標
準 を 整 備 し 、 標 準 に
則ったシステムを構築す
ることで、より広範囲から
多様なデータを取集す
ることを可能とする領域
の探索及び具体化

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
リアルタイムでの少量
多頻度な取引の実現
やモノの時間的・空間
的制御の最適化等に
より、我が国産業の競
争⼒を向上

[測定指標]
ビッグデータ、ＡＩを活⽤し
ている企業⽐率

選定した領域のアーキテ
クチャの検証
[測定指標]
アーキテクチャの検証に着⼿
した領域の数
【R4⾒込】 ３件

アーキテクチャの実装上
新たに必要となる規格
の開発等
[測定指標]
令和６年度までに、アーキ
テクチャを制度化⼜は標準
化した領域の数
【R６⽬標】３件

担当課︓商務情報政策局情報経済課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓需要家主導による太陽光発電導⼊加速化補助⾦

予算
[R04要求] 8,000
[R03予算] －
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

⾮FIT/FIP等による需
要家主導の太陽光発
電の導⼊⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
2050年カーボ
ンニュートラル達
成に貢献

需要家と連携した⾮
FIT等による太陽光発
電の導⼊量
[測定指標]
太陽光発電導⼊量

【R４⾒込】50MW

2030年の⻑期エネル
ギー需給⾒通しの実現
に寄与
[測定指標]

⻑期エネルギー需給⾒通し(
太陽光発電導⼊量)

【R12⽬標】 64GW
※⽬標値は今後の⻑期エネル
ギー需給⾒通しの改定に合わせて
必要に応じて修正する。

2030年CO2削減コス
トの低減

[測定指標]
太陽電池の発電コスト⽬標

【R8⽬標】
7円/kWh
18,900円/t-CO2
※CO2排出係数:2030年電⼒
業界⽬標0.37kg-CO2/kWh

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギー課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓地域における新たな燃料供給体制構築⽀援事業費

予算
[R04要求] 1,400
[R03予算] –
[R02予算] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

先進的SS事業モデル
構築等⽀援

SS⼈材⾼度化⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

SSの経営⼒向上に向
けた⼈材育成研修の
実施
[測定指標]

研修実施テーマ数
【R4⾒込】 3件

2050年カーボン
ニュートラルに向け
⽯油製品の需要が
減少していく中での
持続的な燃料の安
定供給体制の維
持・確保による地
域コミュニティの維
持

先進的なビジネスモデ
ル等の創出
[測定指標]

ビジネスモデル等創出件数
【R4⾒込】 5件

SSのカーボンニュートラル社会
に向けた事業再構築、⾃治体
主導の燃料供給体制の確保、
⼈⼝減少下における必要な⼈
材確保等による、ガソリン需要
減少下における燃料の安定供
給体制の構築
[測定指標]

ガソリン需要減少率／ SS減少率
【R8⽬標】 100％
【R6⽬標】 100％⾃治体によるSS承継

等に向けた取組の⽀
援

⾃治体による燃料供
給に関する計画策定
[測定指標]

計画策定件数
【R4⾒込】 10件

担当課︓資源エネルギー庁資源・燃料部⽯油流通課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓ものづくり等⾼度連携・事業再構築促進事業

予算
[R04要求] 2,540
[R03予算] –
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

先端技術を活⽤した⾰
新的な製品・サービス開
発を⽀援

新分野展開や業態転
換等の事業再構築を
⽀援

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

新分野展開や業態転
換等の事業再構築を
通じた優良事例の蓄積

[測定指標]
補助事業の採択件数
【R4⾒込】 24件

中⼩企業全体の⽣産性向
上及び事業再構築への貢
献

[測定指標]
中⼩企業の従業員⼀⼈当
たりの付加価値額を今後５
年間（2025年まで）で
５％向上させる。
（令和2年度成⻑戦略フォ
ローアップにおけるKPI）

先端技術を活⽤した⾰
新的な製品・サービス開
発を通じた優良事例の
蓄積

[測定指標]
補助事業の採択件数
【R4⾒込】 27件

補助事業者全体の付
加価値額向上

[測定指標]
補助事業者全体の付加価
値額
【R10⽬標】年率平均3％
以上の向上

担当課︓中⼩企業庁 経営⽀援部 技術・経営⾰新課



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを目指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名：商標審査処理促進研究事業

予算
[R04要求]1,051
[R03予算] –
[R02予算] –
[R02補正] –
[R01予算] –
[H30予算] –
（単位：百万円）

協力企業等
・民間団体等

商標登録出願について、拒
絶理由に関する調査を民
間の調査者に行わせる。
発注方法は以下二種類と
する。

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

調査報告書の作成

[測定指標]
オーダー型発注報告書の納
入件数
【R4fy見込】2,000件

調査報告書の作成

[測定指標]
通常型発注報告書の納入
件数
【R4fy見込】30,000件

調査報告書を活用する
ことによる審査時間削
減効果30%
[測定指標]
審査処理時間の短縮
【R4fy目標】
調査報告書を活用する
ことで審査時間削減効
果30％に相当する追
加処理を行う。

担当課：特許庁審査業務部商標課

①通常型発注
本事業で調査可能な全て
の調査項目を調査するもの

②オーダー型発注
特許庁の商標審査官が調
査を要する出願及び必要な
調査範囲を指定して調査す
るもの

調査報告書のサンプリング
調査による評価

[測定指標]
調査報告書のサンプリング
調査による平均評価点
【R4fy目標】
商標審査官による調査報
告書の平均評価点を８５
点以上とする。

本事業の実施により、
特許庁においてより多く
の商標出願の審査処
理が可能となり、商標の
一次審査通知までの期
間が短縮され、早期に
権利化された商標権に
基づく企業のブランド戦
略や模倣品対策が可
能となる。
[測定指標]
・商標登録出願の一次
審査通知の平均期間

【R4fy目標】
R4fy末までに、一次審
査通知期間を6.5か月
とする。



３．令和３年度経済産業省
⾏政事業レビュー（公開プロセス）対象事業

※公開プロセス後にロジックモデルの修正があった事業



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓燃料電池⾃動⾞の普及促進に向けた⽔素ステーション整備事業費補助⾦

予算
[R04要求] 11,000
[R03予算] 11,000
[R02予算] 12,000
[R01予算] 10,000
[H30予算] 5,600
（単位︓百万円）

協⼒企業等
・⼀般社団法⼈
次世代⾃動⾞
振興センター

・⽔素ステーション
事業者

・⾃動⾞メーカー

・⽔素ステーションの整
備者に対し整備費⽤の
⼀部を補助

・⽔素ステーションを活
⽤した燃料電池⾃動
⾞の需要を喚起するた
めの活動に必要な費⽤
の⼀部を補助

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
⽔素ステーションの整
備を促進等し、燃料電
池⾃動⾞の早期の普
及及び⽔素ステーショ
ン事業の⾃⽴化を通じ
て、⽔素社会の実現を
図る

担当課︓資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部新エネルギーシステム課

＜別事業＞
燃料電池⾃動⾞の普
及拡⼤
[測定指標]
燃料電池⾃動⾞の普
及台数
【R７⽬標】 20万台
【R12⽬標】 80万台

（ｱｳﾄｶﾑ）
⽔素ステーションの整備
[測定指標]
全国で整備された⽔素
ステーションの箇所数
（累積）
【R７⽬標】

320箇所
【R12⽬標】

1,000基

⽔素ステーション事業の
コスト削減
[測定指標]
⽔素ステーション整備費
【R７⽬標】 2.0億円

⽔素ステーション運営費
【R７⽬標】 15百万円



経済・社会等の変化（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

本枠を通じて、売上のV字回復を
果たした中堅企業等が75％を超
えること
[測定指標]
付加価値額（※2）の年率平均5.0％
以上増加を達成する事業者割合【R9⽬
標】75％

直接コントロールできる部分
事業名︓中⼩企業等事業再構築促進事業

予算
[R02補正(3次)]
1,148,527
（単位︓百万円）

協⼒企業等
-

コロナの影響により売上が10％減
少している中⼩企業等及び中堅
企業等の事業再構築を⽀援【通
常枠】

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）

中⼩企業等から中堅・⼤企業等
への成⻑につながる取組の積上げ
と優良事例の蓄積
[測定指標]

本枠の申請件数 【R3⾒込】1,000件
本枠の採択件数 【R3⾒込】400社

本枠を通じて、中堅・⼤企業等へ
成⻑する中⼩企業等が75％を
超えること
[測定指標]
中⼩企業等を卒業する事業者割合
【R9⽬標】75%

中⼩企業等及び中堅企業
等がコロナの影響を乗り越
え、ポストコロナ・ウィズコロ
ナ時代の経済社会の変化
に対応することで、⽇本経
済の構造転換に貢献する。
[測定指標]
• 中⼩企業の従業員⼀⼈当た

りの付加価値額を今後５年
間（2025年まで）で５％向
上させる。

• 中⼩企業から中堅企業に成
⻑する企業が年400社以上と
なることを⽬指す。

（令和2年度成⻑戦略フォロー
アップにおけるKPI）

実現可能性の⾼い計画に基づく
事業再構築の取組の積上げ
[測定指標]
補助事業の申請件数
【R3⾒込】 120,000件

本事業の⽀援を通じた中⼩企業
等及び中堅企業等の優良な事
業再構築事例の蓄積

［測定指標］
補助事業の採択件数
【R3⾒込】 47,000件

事業終了後3〜5年(※1)
で、付加価値額(※2)の年
率平均3.0％(⼀部5.0％)
以上増加を達成する事業
者割合が70％を超えること
[測定指標]
付加価値額(※2)の年率平均
3.0％(⼀部5.0％)以上増加を
達成する事業者割合
【中間（R5）⽬標】50％(※3)
【R9⽬標】70％

担当課︓中⼩企業庁 経営⽀援部 技術・経営⾰新課

令和3年の緊急事態宣⾔の影響
を受ける事業者には、補助率を
引き上げ、⼿厚く⽀援【緊急事態
宣⾔特別枠】

本事業を通じて、中⼩企業等か
ら中堅・⼤企業等に成⻑する場
合には、最⼤1億円まで⽀援【卒
業枠】

本事業を通じて、コロナで⼤きく減
少した売上をV字回復させる中堅
企業等には、最⼤1億円まで⽀
援【グローバルV字回復枠】

売上のV字回復につながる取組
の積上げと優良事例の蓄積
[測定指標]

本枠の申請件数【R3⾒込】250件
本枠の採択件数【R3⾒込】100社

(※1) 中⼩企業等及び中堅企業等の補助事業実施期間終了後3〜5年。補助⾦申請時に提出する事業計画において、3年で達成する計画の場合は3年、4年の場合は4年、5年の場合は5年で計測する。
(※2) 付加価値額…付加価値額⼜は従業員⼀⼈当たり付加価値額
(※3) 令和5年時点で、「付加価値額の年率平均3.0％（⼀部5.0％）以上増加」している事業者の割合を計測する。

最低賃⾦引上げの影響を受け、
その原資の確保が困難な特に業
況の厳しい事業者には、補助率
を引き上げ、⼿厚く⽀援【最低賃
⾦枠】

多くの従業員を雇⽤しながら、継
続的な賃上げに取り組むとともに、
従業員数を増やして⽣産性を向
上させる場合には、最⼤1億円ま
で⽀援【⼤規模賃⾦引上枠】

賃上げと従業員増加を⾏いなが
ら⽣産性を向上させる取組の積
上げと優良事例の蓄積
[測定指標]
本枠の申請件数 【R3⾒込】375件
本枠の採択件数 【R3⾒込】150社

本枠を通じて、賃上げと従業員増員を達
成する事業者割合が75％を超えること
[測定指標］
事業場内最低賃⾦を年額45円以上の⽔
準で引き上げるとともに従業員数を年率平均
1.5％以上(初年度は1.0%以上)増員させ
る事業者割合【R9⽬標】75％



経済・社会等の変化
（誰が／何が、どう変化することを⽬指しているか）

直接コントロールできる部分
事業名︓中⼩企業⽣産性⾰命推進事業

予算
[R02補正]400,000
[R01補正]360,000
（単位︓百万円）

中⼩機構
運営費交付⾦

協⼒企業等
-

補助事業の⼀体的か
つ機動的運⽤による
中⼩企業の⽣産向上
・ものづくり・商業・サービス
⽣ 産 性 向 上 促 進 事 業
（ものづくり補助⾦）によ
る⾰新的なサービス開発・
試作品開発・⽣産プロセス
の改善に資する設備投資
⽀援

・⼩規模事業者持続的発
展⽀援事業（持続化補
助⾦等）による販路開拓
⽀援

・サービス等⽣産性向上IT
導⼊⽀援事業（IT導⼊
補助⾦）によるバックオフィ
ス効率化のためのITツール
の導⼊⽀援

・各⽀援策の周知・広報、
専⾨家による相談⽀援を
実施

（ｲﾝﾌﾟｯﾄ） （ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ） （ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ） （ｱｳﾄｶﾑ） （ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
中⼩企業全体の付
加価値額及び労働
⽣産性の向上
[測定指標]
中⼩企業の従業員⼀⼈
当たりの付加価値額を今
後５年間（2025年ま
で）で５％向上させる。
（令和2年度成⻑戦略
フ ォ ロ ー ア ッ プ に お け る
KPI）

中⼩企業の⽣産性向
上を図るため、設備投
資、販路開拓、IT導⼊
等に対する⽀援を複数
年にわたって実施
[測定指標]
補助事業の採択件数
ものづくり補助⾦
【R4⾒込】10,000件
【R3⾒込】15,000件
【R2実績】12,866件
持続化補助⾦等
【R4⾒込】34,000件
【R3⾒込】147,000件
【R2実績】96,882件
IT導⼊補助⾦
【R4⾒込】10,000件
【R3⾒込】35 ,000件
【R2実績】27,840件
[測定指標]
専⾨家による相談⽀援件
数
【R2実績】9,901件

補助事業者全体の付加価値
額、給与⽀給総額、労働⽣産
性の向上
[測定指標]

補助事業者全体の労働⽣産性
【R7⽬標】年率平均2％以上の向上
[測定指標]

補助事業者全体の給与⽀給総額
【R7⽬標】年率平均1％以上の向上
[測定指標]

ものづくり補助⾦の補助事業者のうち、
事業終了後３年で、付加価値額年
率平均＋３％以上及び給与⽀給総
額年率平均＋1.5％以上を達成する
事業者割合
【R5⽬標】 65％以上

[測定指標]
持続化補助⾦等の補助事業者のうち、
事業終了後1年で、販路開拓につな
がった事業の割合
【R3⽬標】 80％以上

[測定指標]
IT導⼊補助⾦の補助事業者のうち、
事業終了後3年以内に、労働⽣産性
【R5⽬標】 年率平均3%以上の向上

担当課︓ 中⼩企業庁経営⽀援部 技術・経営⾰新課、⼩規模企業振興課
商務・サービスグループ サービス政策課
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